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二
月

神
会

の
菩
薩
戒
思
想
に

つ
い
て

一

問
題

の
所
在

初
期

の
禅
宗
は
、
大
乗
菩
薩
戒
運
動
と
の
密
接
な
関
係
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
四
祖
道
信
以
来
、
大
乗
無
生
方
便
門

(方
便
門
)
、
神
会
の
南

陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語

(以
下
、
壇
語
)、
四
川
系
無
住
派

の
歴
代
法
宝
記
、
そ
し
て
敦
煌
本
六
祖
壇
経

「心
地
無
相
戒
」
に
至
る

ま
で
菩
薩
戒
授
受
の
記
録
を
留
め
る
の
で
あ
り
、
こ
の
初
期
禅
宗
の
菩

薩
戒
を

め
ぐ
る
大
き
な
流
れ
は
柳
田
聖
山
氏
が
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。
(
1
)

そ
こ
で
は
方
便
門
、
壇
語
は

「心
地
無
相
戒
」
以
前
の
、
伝
統
的
三
学

戒
に
属
し
、
壇
語
も
、
そ
の
授
戒
儀
は
方
便
門
の
影
響
を
残
す
過
渡
的

性
格
を
持
ち
、
「心
地
無
相
戒
」
こ
そ
梵
網
経
に
よ
る
理
念
主
義

(理
懴
)

的

「禅
戒

(菩
薩
戒
)」
の
到
達
点
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(
2
)

本
稿

で
は
神
会

の
壇
語
の
授
菩
薩
戒
儀
戒
と
壇
説
法
を
手
が
か
り
に
、
神
会

の
菩
薩
戒
思
想
を
初
期
禅
宗
の
思
想
的
系
譜
の
上
に
位
置
づ
け
、
若
干

の
再
検
討

を
試
み
た
い
。

中

島

志

郎

二

七
祖
法
宝
記

(諸
経
要
抄
)

七
祖
法
宝
記

(諸
経
要
抄
)
に
い
う
七
祖
は
神
會

で
あ
る
と
見
る
の

が
現
在
有
力
で
あ
る
。
(
3
)

そ
の
一
節
に
、

「識
心
見
性
」
を
根
拠
に
し
た
、

「真
戒
」

「仮
戒
」
と
云
う
対
概
念
が
あ
っ
て
、
次
の
語
が
見
い
だ
せ
る
。

仮
戒

因
犯
禁
戒
制
戒
是
。
此
戒
是
方
便
戒
。
是
不
了
教
。
只
許
五
歳
学

五
歳
若
不
捨
是
真
外
道
。
是
具
足
邪
見
人
。

真
戒

一
切
衆
生
本
来
自
有
仏
性
。
是
持
真
戒
者
、
識
心
見
性
人
。
是
見

性
之
時
、
想
念
不
生
。
不
起
分
別
及
有
漏
習
。
入
無
戒
、
不
自
不
他
、
不
垢

不
浄
、
無
我
無
人
、
無
念
無
分
別
、
無
主
無
宰
、
無
悋
無
惜
、
百
無
所
須
。

諸
欲
永
息
等
同
虚
空
同
無
情
。
仏
身
心
不
自
、
戒
犯
不
二
。
能
如
是
知
者
是

真
持
戒
人
。

(沖
本
克
己

『国
禅
研
研
究
報
告
』

真
戒
の
語
は
、
智
顗

の
菩
薩
戒
疏

「若
即
心
爲
戒
、
何
假
言
無
形
色

無
觸

封
。
故
知
別
有
無
作
。
能
持
戒
心
、
以
爲

眞
戒
」

見
い
だ
せ
る
が
、
し
か
し
、
真
戒
仮
戒
の
対
比

は
な
い
。
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こ
の

一
段
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
直
前
の
仮
三
宝
、
真
三
宝
と
共
に

真
仮

の
対
立
を
説
い
て
仮
戒
は
禁
戒
で
あ
り
、
対
す
る
真
戒
は
識
心
見

性
や
戒
犯
不
二
を
云
う
点
で
単
純
な
構
成
で
は
な
い
が
、
菩
薩
戒

の
意

味
で
あ
り
、
真
戒

(菩
薩
戒
)
の
思
想
的
優
位
を
明
言
し
て
い
る
。
涅

槃
経
も
声
聞
戒
に
対
し
て
菩
薩
戒
の
優
位
を
随
所
に
説
く
が
、
七
祖
法

宝
記
の
真
戒

(菩
薩
戒
)
は
具
体
的
な
受
戒
儀

こ
そ
明
ら
か
に
し
な
い

が
、
七
祖

で
あ
る
神
會
直
系
の
、
ひ
い
て
は
神
会
自
身

の
菩
薩
戒
思
想

と
し
て
取
り
出
す
ご
と
が
可
能

で
あ
り
、
壇
語
冒
頭

「受
菩
薩
戒
儀
」

の
内
容
に
反
映
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
梵
網
経
の
菩
薩
戒
は
禁
戒
で
は
な
い
。
周
知
の

一
段
、
同

経
巻
下
の
冒
頭
序
に
、

金
剛
寶
戒
。
是

一
切
佛
本
源
、

一
切
菩
薩
本
源
。
佛
性
種
子
。
…
是

一
切
衆

生
戒
本
源
、
自
性
清
浄
。

序
に
続
く
偶
頌

の
部
分
に
も
、

大
衆
心
諦
信
。
汝
是
當
成
佛
。
我
是
已
成
佛
。
常
作
如
是
信
。
戒
品
已
具
足
。

…
衆
生
受
佛
戒
、
即
入

諸
佛
位
。
位
同
大
覺
已
、
眞
是
諸
佛
子
。

と
云

い
、

一
戒
光
明
金
剛
宝
戒
、
所
謂
る
仏
性
戒
は
自
性
清
浮
な
る
戒

体
の
徹
底
し
た
信
仰
で
あ
る
。

す
で
に
敦
煌

本
壇
経

「心
地
無
相
戒
」
は
梵
網
経
に
よ
っ
て

「心
地

無
非
自
性
戒
、
心
地
無
乱
自
性
定
、
心
地
無
癡
自
性
慧
」
(柳
田

「語
録

の
歴
史
」

と
い
う
理
念
主
義

(理
懺
の
立
場
)
を
宣
言
す
る
が
、

神
会

の
菩
薩
戒
思
想

に

つ
い
て

(中

島
)

神
会
も
大
乗
菩
薩
戒
運
動
の
先
駆
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
み

た
い
。三

定
慧
等
と
三
学
等

定
慧
等
は
神
會
か
ら
敦
煌

本
壇
経
、
解
義
等

に
共
通
の
特
徴
的
な
定

慧
体
用

(
一
等
)
論

で
あ
る
。
壇
語
と
壇
経
は
定
慧
を
燈
光
体
用
に
譬

え
る
こ
と
で
も
共
通
す
る
。
神
會

の
壇
語
に
云
う
、

本
體
空
寂
,
從
空
寂
體
上
起
知
,
善
分
別
世
間
青
黄
赤
白
,
是
慧
。
不
随
分

別
起
,
是
定
。
祇
如

「凝
心
入
定
」,
堕
無
記
空
。
出
定
已
後
,
起
心
分
別

一
切
世
間
有
爲
,
喚
此
爲
慧
。
經
中
名
爲
妄
心
。
此
則
慧
時
則
無
定
,
定
時

則
無
慧
。
如
是
解
者
,
皆
不
離
煩
悩
。

(楊
本

)

こ
う
し
て
、
「無
住
是
寂
静
。
寂
静
體

即
名

爲
定
。
從
體

上
有
自
然

智
,
能
知
本
寂
静
體
,
名
爲
慧
。
此
是
定
慧
等
。」
(楊
本

)
と
い
う

よ
う
に
定
慧
は
体
用
関
係
に
定
式
化
さ
れ
、
「定
慧
等
名
見
仏
性
」
(問

答
雑
徴
義
)
と
共
に
基
本
教
義
と
な
る
。

こ
れ
は
不
易
の
体
と
変
化

の
用
の
体
用

一
致
、
つ
ま
り
同

一
と
運
動

の
説
明
原
理
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
問
題
は
定
慧
の
原
義
を
離
れ
て
独

自
の
定
義
に
及
ぶ
。

い
っ
た

い
定
慧
が
体
用
論

で
理
解
さ
れ
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
。
三
学
等
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
。

さ
ら
に
定
慧
等
を
包
含
す
る
形
で
三
学
観
が
あ
る
。
三
学
等
を
唱
え

て
壇
語
に
云
う
、

若
見
無
念
者
,
錐
具
見
聞
覺
知
,
而
常
空
寂
。
即
戒
定
恵
學
,

一
時
齊
等
,
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神
会

の
菩
薩
戒
思
想

に

つ
い
て

(中

島

)

萬
行
倶
備
、
即
同
如
來
知

見
,
廣
大
深
遠
。

…
各
各

至
心
、
令
知
識
得
頓
悟

解
脱
。

(鈴
木
巻

楊
本

)

ま
た
壇
語
冒
頭
、
授
菩

薩
戒
儀

の

一
段
、

「
七
仏
通
戒
偶
」

が
戒
定
慧

に
配

当
さ
れ
る
。

現
在
知
識
等
,
…
中
略

…

「諸
悪
莫
作

」
是
戒

;

「諸
善
奉
行
」
是
慧
,
「自

浮
其
意
」
是
定
。
知
識
,
要
須

三
學
,
始
名
佛
教
。
何
者
是

三
學
等

?
戒
定

慧
是
。
妄
心
不
起
名
爲
戒

,無
妄

心
名
爲
定
,
知
心
無
妄
名
爲
慧
。
是

三
學
等
。

(鈴
木
巻

楊
本

)

た

だ

こ
の
点

に

つ
い
て
、

既

に
指

摘

さ

れ

る

よ
う

に
神

會

の
真
意

は
、

「妄

心

不

起

名

爲

戒

、

無

妄

心

名

爲

定

、
知

心

無

妄

名

爲

慧

。

是

名

三

學

等

」

の

一
段

に

あ

る

と

す

る

と

、

神

会

の

い
う

戒

定

慧

は
階

梯

で
は

な
く
原
理
的
な
思
想
の
構
造
と
な
り
(
4
)

、
三
学
に
つ
い
て
も
従
来

の
三
学

観
を

一
新
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
学
は
学
と
し
て
の
意
味
を
失
い
、
修

行
と
し
て
の
階
梯
も
否
定
さ
れ
る
。
神
會
の
い
う
三
学
等
、
定
慧

一
等

は
三
学
の
定
義
の
大
胆
な
変
更
で
あ
り
、
独
自

の
思
想
原
理
と
な
っ
た

戒
定
慧
三
学
そ
れ
自
身
の
原
理
的
関
係

(伊
吹
敦
氏
の
云
う

「論
理
構
造
」)

が
提
示
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
論

理
は
敦
煌
本
壇
経
に
共
通
す
る
と
云
え
る
が
、
し
か
し
壇
経

は
明
確
に

「心
地
無
相
戒
」
と
い
う
独
自
の
菩
薩
戒
を
根
拠
と
し
て
、

そ
の
定
慧
等
、
三
学
等
観
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

つ
ま
り
先
の
定
慧
と
共
に
習
禅
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
る
の
で
あ
る

が
、
神
會

の
定
慧
、
三
学
等
も
従
来
の
三
学

(特
に
禁
戒
)
か
ら
は
導

出
で
き
な
い
。
そ
の
背
後
に
も
七
祖
法
寶
記
の
真
戒
や
、
壇
経

「無
相

戒
」
と
同
等

の
論
理

(戒
思
想
)
の
存
在
、
即

ち
、
先
に
見
た
梵
網
経

菩
薩
戒

(仏
性
戒
)
が
想
定
さ
れ
、
こ
の
菩
薩
戒
が
頓
悟
を
根
拠
づ
け

る
の
で
あ
り
、
神
會
は
心
地
無
相
戒

(自
性
三
学
)
を
先
取
り
し
て
い

る
。
(
6
)

確
か
に

「神
會
は
、
梵
網
経
を
引
か
な
い
。
梵
網
経
は
、
北
宗
の
拠

り
ど
こ
ろ
」
(柳
田

『語
録
の
歴
史
』

)
で
あ

る
が
、
神
會
の
定
慧
体

用
、
三
学
等
も
、
心

(自
性
清
浄
心
)
即
戒

(仏
性
戒
)
を
根
抵
に
、
戒

具
定
慧
、
定
慧
等

(体
用
)
の
構
造
を
持

っ
て
展
開
す
る
。
こ
の
関
係

が
三
学
の
階
梯
と
区
別
さ
れ
る
戒
定
慧
三
学
等

で
あ
り
、
壇
語
も
梵
網

菩
薩
戒
、
仏
性
=
戒
に
依

っ
て
、
方
便
門
、
敦
煌
本
壇
経
と
共
通
す
る

菩
薩
戒
思
想
の
基
盤
を
有
す
る
と
理
解

で
き
る

の
で
あ
る
。
三
学
等

の

戒
は
菩
薩
戒
を
前
提
に
し
て
お
り
、
そ

の
上
で
定
慧
体
用
も
可
能
に
な

る
の
で
あ
り
、
神
會
が
涅
槃
経
に
依

っ
て

「定
慧
等
に
し
て
明
見
仏
性
」

す
る
と
い
う
根
抵
に
戒
体
と
し
て
の
仏
性
が
存
在
す
る
。
壇
語
に
云
う

「心
若
無
相
、
即
是
仏
心
、
若
作
心
不
起
、
是
識
定
、
亦
名
法
見
、
心

自
性
定
」
(楊
本

)
は
無
相
の
心

に
三
学

の
定
を
解
消
す
る
点
で
、

三
学
等
と
併
せ
て
自
性
三
学
的
理
解
を
推
測
さ
せ
る
。
同
時
代
の
明
曠

撰
菩
薩
戒
疏

(七
七
七
年
)
に

「此
心
即
戒
。
戒
具
定
慧
、
含
蔵
三
徳
、

名
為
戒
蔵
」

と
、
心
即
戒
で
戒
蔵

を
明
か
し
て
お
り
、
光

定

(七
七
九
-
八
五
八
)
「伝
述

一
心
戒
文
」
(伝
全

)
に
も
引
か

れ
る
が
、
心
地
無
相
の
心
即
戒

(仏
性
戒
)
を
根
抵
に
定
慧
を
配
す
る
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三
学
等
と
い
う
構
成
は
可
能
で
あ
る
。
神
會
の
問
答
雑
徴
義
で
侍
御
史

王
維
が

「修
道
解
脱
」
を
問
う
に
答
え
て
、

衆
生
本
自
心
浄

(本
性
本
自
浄
)、
若
更
欲
起
心
有
修
、
即
是
妄
心
、
不
可

得
解
脱
。

(楊
本

)

「本
性
本
自
浄
、
…
若
更
起
心
…
」
衆
生
心
本
来
清
浄
の
立
場
か
ら
、

起
心
有
修
す
れ
ば
解
脱
は
得
ら
れ
ぬ
の
で
あ
り
、
壇
語
に

「発
無
上
菩

提
心
」
を
云
う
の
も
、
梵
網
経
巻
下

「初
發
心
中
、
常
所
誦

一
戒
光
明
、

金
剛
寶
戒
」
と
そ
れ
を
詳
説
す
る
巻
上
の
初
心

「捨
心
」
を
受
け
、

『壇
語
』
知
識
,

一
切
善
悪
,
總
莫
思
量
。
不
得
凝
心
住

一
切
善
悪
総
不

思
量

(楊
本

)

と
い
う
の
も
や
は
り
梵
網
経
の
序
、
巻
上
の

「捨
心
」
の
展
開
と
云

え
よ
う
。
先
に
引
い
た
梵
網
経
に
云
う
、
「説
我
本
盧
舎
那
佛
心
地
中
、

初
發

心
中
、
常
所
請

一
戒
光
明
、
金
剛
寶

戒
。
」
(

柳
田
前
掲

以
下
の

一
段
は
既
に
頓
悟
成
仏

の
立
場
で
あ
る
が
、
神
會
も
こ

こ
に
依
拠
す
る
点
で
方
便
門
、
敦
煌

本
壇
経
に
異
な
る
こ
と
は
な
い
と

い
え
る
。
神
會
は
定
是
非
論
に

「須
頓
見
仏
性
、
漸
修
因
縁
」
(楊
本

)
と
い
う
、
こ
の
問
答
を
ど
う
理
解
す
る
か
。
問
答
雑
徴
義
の
志
徳

法
師
問
答

(楊
本

)
を
始
め
と
す
る
圧
倒
的
な
頓
悟

の
定
義
と
階
漸

の
否
定
と
、
神
會
の
受
戒

(仏
性
戒
)
か
ら
三
学
等
、
見
仏
性
と

い
う

経
過
は
知
と
見

(楊
本

)
に
対
応
す
る
。
後
に
そ
れ
は
宗
密
の
解
悟
、

証
悟

に
変
換
さ
れ
る
が
、
定
是
非
論

の
一
句
は
証
悟

(見
仏
性
)
で
あ

り
、
自
ず

と
宗
密
の
頓
悟

(解
悟
)
漸
修
説
と
は
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。

神
会

の
菩
薩

戒
思
想
に

つ
い
て

(中

島
)

四

北
宗
禅
の
菩
薩
戒
思
想

で
は

一
方

の
方
便
門
に
は
菩
薩
戒
思
想
は
ど

の
よ
う
に
確
認

で
き
る

か
。
す
で
に
楞
伽
師
資
記
道
信
章

に
、
普
賢
観
経
の
語
、
「若
欲
懺
悔

者
、
端
坐
念
実
相
」

を
引
き
、

こ
こ
に
敦
惶
壇
経

「無
相

懺
悔
」
の
淵
源
を
み
る
立
場
も
あ
る
。
(
5
)

ま
た
神
會

「自
性
定
」
の
語
は

宗
鏡
録
巻
九
七
に
引
く
道
信
語

「明
了
無
動
心
名
自
性
定
」
や
、
道
信

が
法
融
に
示
し
た

「恒
沙
功
徳
總
在
心
原
。

一
切
定
門
、

一
切
慧
門
、

一
切
行
門
、
悉
皆
具
足
」

も
先
駆

的
な
自
性
三
学
観
を
推

理
さ
せ
る
。
こ
れ
等
は
光
定

「伝
述

一
心
戒
文
」
に
引
く
道
落

の

「自

性
清
浄
虚
空
不
動
三
学
」
(伝
全

)
に
通
じ
る
。
し
か
も
こ
の

一
段
は
道
睿
自
身

の
注
梵
網
文
に
依
る
の
で
あ
る
か
ら
、
遡
行
さ
せ
て

道
信

の
菩
薩
戒
本

(
楞伽
師
資
記
)
も
梵
網
菩
薩
戒
の
可
能
性
は
考
え

ら
れ
る
。

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
壇
経
で
志
誠

が
慧
能

に
語
る
神
秀
の
三
学
観

「諸
悪
莫
作
是
戒
、
諸
善
奉
行
是
慧
、
自
浄
其

意
是
定
」
(柳
田

『初
期

禅
宗
史
書
』

)
は
依
然
と
し
て
習
禅
主
義

で
あ
る
。
方
便
門

(鈴
木

校
訂
第
二
号
本
)
に

「此
不
動
、
是
從
定
發
慧
方
便
」
も
同
様
で
、
神
會

の
批
判

(例
え
ぼ
問
答
雑
徴
義
の
恵
澄
禅
師
批
判
)
も
こ
の
点
に
あ
る
。
北

宗
は
修
道
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
依
然
と
し
て
伝
統
的
三
学
観
に
立
つ
。

し
か
し
、
す
で
に
方
便
門
は
授
戒
儀
末
部
に
、

汝
等
懺
悔
竟
、
三
業
清
浄
。
如
浄
瑠
璃
、
内
外
明
徹
、
堪
受
浄
戒
。
菩
薩

1
3
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神
会

の
菩
薩
戒
思
想

に

つ
い
て

(中

島
)

戒

是
持
心
戒
。

以
佛
性
為

戒

性
。
心
瞥
起
、

即
違
佛
性
。
是

破
菩

薩
戒
。

護
持
心
不
起
、
即
順
佛
性
。
是
持
菩
薩
戒
。

(三
説
)
。

と
い
い
、
同
書
の

「坐
禅
」
に

「
一
念
浄
心
、
頓
超
仏
地
」
(鈴
木
巻

柳
田

『語
録
の
歴
史
』

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
持
心
戒
は

梵
網
菩
薩
戒

(仏
性
戒
)
で
あ
る
と
い
え
る
。
「覚
性
是
浄
心
体
」
と
い

う
時
、

「仏
と
は
覚
の
義
」
(鈴
木

)
で
あ
る
か
ら
覚
性
は
仏
性

と
い
う

に
等
し
い
。
方
便
門
が
既
に
禁
戒
で
は
な
い
梵
網
菩
薩
戒
の
授

持
を
い
う
と
き
、
北
宗
に
お
け
る
頓
悟
説
は

「授
菩
薩
戒
儀
」
の
作
法

の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
梵
網
経
か
ら
導
か
れ
る
思
想
的
必
然
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
方
便
門
が

「以
佛
性
為
戒
」
と
し
て
明
白
に
梵
網
菩
薩
戒

に
依
拠
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
の
起
不
起
が
直
ち
に
仏
性
戒

の
違
順
、
犯
不
犯
に
関
わ
る
と
い
う
習
禅
的
性
格

(そ
れ
は
道
信
守

一説

の
仏
性
理
解
に
兆
し
て
い
る
)
を
見
せ
、
「授
戒
儀
」
(作
戒
)
に
も
規
定

さ
れ
、
方
便
門
の
戒
は
伝
統
的
な
三
学
戒

(神
會
云

「調
伏
心
」)
に
留

ま
っ
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
方
便
門
も
梵
網
菩
薩
戒
に
依
拠
す
る
以
上
、

仏
性
戒
=1
頓
悟

(覚
性
頓
圓
)
を
共
通
原
理
に
据
え
な
が
ら
、
そ
の
立

場
は
頓
悟

を
習
禅

(方
便
門
云

「因
中
修
戒
定
慧
」)
に
解
消
し
て
し
ま
い
、

仏
性
戒
が
頓
悟
成
仏
説
と
し
て
の
作
用
を
全
く
欠

い
て
い
る
。
そ
れ
は

事
の
始

覚
と
も
事
懺

の
立
場
と
も
云
え
よ
う
が
、
そ
の
点

で
北
宗
は

「漸
」
な

の
で
あ
る
。
神
會

の
北
宗
批
判
も
梵
網
菩
薩
戒
を
起
点
に
理

解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

五

ま
と
め

畢
寛
、
大
乗
菩
薩
戒
の
運
動
と
は
菩
薩
戒
絶
対
優
位
に
立

つ
。
菩
薩

戒
絶
対
優
位
は
梵
網
経
に
限
ら
な
い
が
、
仏
性

を
根
拠
に
真

・
仮

(七

祖
法
寶
記

「真
戒
」
説
)
を
立
て
て
、
無
相
有

相
を
対
比
さ
せ
る
限
り
、

そ
の
背
景
に

一
貫
し
て
梵
網
菩
薩
戒
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

は
単
に
在
家
戒
で
は
な
く
、
仏
性
を
文
字
通
り
戒
と
し
て
戒

(仏
性
)

即
定
が
、
三
学
等
、
定
慧
等

の
根
抵
に
存
在

し
、
同
時
に
初
発
心
時

(受
戒
時
)
の
頓
悟
成
仏
の
根
拠
と
し
て
機
能
し
た
。
方
便
門
ほ
か
菩
薩

戒
を
宣
揚
す
る
運
動
は
、
心
地
無
相

に
至
る
ま
で
心
即
戒

(仏
性
戒
)

に
基
づ
く
頓
悟

(成
仏
)
説
に
帰
着
す
る
。
こ
の
大
乗
菩
薩
戒

へ
の
着

目
は
印
順

の
中
国
禅
宗
史
が
随
所
で
説
い
て
い
る
が
、
道
信
に
始
ま
り

壇
語
以
前
に
方
便
門
の

「坐
禅
」
が
既
に
金

剛
経
の

「有
相

の
虚
妄
」,

を
い
う

(柳
田

『語
録
の
歴
史
』

)
よ
う
に
、
東
山
法
門
、
北
宗

が

先
行
し
た
。
そ
し
て
壇
経

「心
地
無
相
戒
」
に
お
い
て
三
学
の
意
味
の

変
容
は
極
ま
る
と
い
え
よ
う
。
梵
網
経
巻
下

「序
」
(
十重
戒
以
前
の
段
)

を
根
拠
と
す
る
以
上
、
そ
も
そ
も
階
漸

(習
禅
)
を
克
服
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

そ
う
し
て
仏
性
戒
を
心
即
戒
、
戒
即
定
、
定
慧
等
と
展
開
し
て
頓
悟

の
根
拠
と
す
る
こ
と
を
方
便
門
、
壇
語
、
壇
経

に
共
通
の
前
提
と
し
た

上
で
も
、
依
然
と
し
て
、
神
會

の
北
宗

(習
禅
主
義
)
批
判
も
、
敦
煌

本
壇
経
の
神
會
批
判

(克
服
)
も
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。

1
4
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し
か
し
ま
た
、
先
の
梵
網
経
序
に
注
目
す
れ
ば
、
菩
薩
戒
は

「心
地

と
い
う

(
一
な
る
)
無
相

の
仏
性
=
戒
」
で
あ
り
、
具
体
的
な
授
戒
儀

(作
戒
)
を
形
成
す
る
必
然
を
持
た
な
い

(授
戒
儀
は
こ
の
点
を
常
に
否
定

す
る
に
も
関
わ
ら
ず
)
と
も
云
え
よ
う
。
即
ち
、
梵
網
経

の
五
十
八
戒
条

す
ら
破
棄
し
て
し
ま
う
よ
う
な
頓
悟
主
義
こ
そ
自
性
清
浄
心
で
あ
る
仏

性
戒
に
回
帰
す
る
大
乗
戒
運
動
と
し
て
の
初
期
禅
宗
運
動
で
あ

っ
た
。

こ
の
意
味
で
は
頓
悟
思
想
を
徹
底
し
た
神
會
と
い
え
ど
も
壇
語

の

「授

菩
薩
戒
儀
」
は
、
梵
網
菩
薩
戒
が
心
地
無
相

の
戒
で
あ
る
こ
と
の
徹
底

を
欠

い
て
、
北
宗
と
共
に
折
衷
的
な
形
式

(作
戒
)
に
留
ま

っ
た
。
こ

の
無
相

の
仏
性
=
戒
と
授
戒
儀

の
間
の
矛
盾
と
断
絶
は
、
敦
煌

本
壇
経

の
心
地
無
相
戒
に
至

っ
て

一
つ
の
解
決
を
見
る
。

つ
ま
り
心
地
の
一
な

る
無
相

の
戒

(仏
性
戒
)
は
よ
う
や
く

「無
相
戒
」
と
明
言
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
も
っ
と
も
依
然
と
し
て

「無
相
戒
」
と
い
う
受
戒
儀

(有
相
)

で
は
あ

っ
た
が
。
こ
う
し
て
、
頓
悟
主
義
の
徹
底
は
神
會
以
降
、
七
祖

法
寶
記
、
無
住
、
敦
煌
本
壇
経
に
至
る
。
保
唐
寺
無
住
の
語
に
も

「非

色
非
心
、
是
戒
体
。
戒
是
衆
生
本
性
。
衆
生
本
来
円
満
、
本
来
清
浄
。

…
妄
念
不
生
、
即
背
塵
合
覚
、
即
是
戒
律
満
足
。
…
若
見
持
戒
即
大
破

戒
」
、(歴
代
法
宝
記

)
と
あ

っ
て
律
師
の
立
場
を
批
判
し
、
見
性
、

見
仏
に
説
き
及
び
、
後
に
宗
密
が
批
判
す
る
無
住
の
戒
儀

(円
覚
経
大

疏
鈔
巻
三
下
)
は
七
祖
法

記
の

「真
戒
」
の
立
場
を
受
け
る
。
確
か

に
こ
れ
ら
菩
薩
戒
運
動
と
し
て
の
初
期
禅
宗
は
す
べ
て

「極
端
な
頓
悟

主
義
」
(柳
田

『歴
代
法
宝
記
』
解
説
)
と
し
て
総
括
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

神
会

の
菩
薩
戒

思
想
に

つ
い
て

(中

島
)

大
乗
菩
薩
戒
の
思
想
的
優
位
は

一
方
で
北
宗
普
寂
下
、
道
睿

の
禅
=

戒
伝
持
を
経

て
日
本

の
最
澄
に
至
る
。
最
澄
の
小
戒
棄
捨
、
単
受
菩
薩

戒
と
は
、
即
ち
梵
網
菩
薩
戒
の
思
想
的
優
位
を
受
け
つ
つ
、
中
国
禅
宗

が

一
挙
に
頓
悟
成
仏
説
に
向
か

っ
た
の
に
対
し
て
、
戒
相
と
持
戒
の
修

道
的
性
格
に
強
く
規
定
さ
れ
て
、
大
乗
戒
単
受
独
立
を
実
現
し
つ
つ
も
、

自
性
清
浄
三
学
を
修
持
す
る

(伝
述

一
心
戒
文

伝
全

)
菩
薩
僧
創

出
と
云
う

「出
家
」
の
原
理

(授
菩
薩
戒
儀

伝
全

)
に
と
ど
ま

っ

た
と
い
え
る
。
大
乗
戒
独
立
の
思
想
的
淵
源
で
あ
る
道
睿

「自
性
清
浄

(虚
空
不
動
)
三
学
」

(伝
述

一
心
戒
文
)
(
7
)

は
自
性
三
学

の
定
式
化
が
見
ら

れ
る
点
、
方
便
門
段
階
の
ま
ま
で
は
な
い
に
せ
よ
、
禅
宗
系
菩
薩
戒
思

想
と
し
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
菩
薩
戒
を
め
ぐ
る
二
つ
の
理

念
主
義

(最
澄
天
台
と
中
国
禅
)
の
差
異
は
、
菩
薩
戒
の
思
想
的
優
位
に

到
達
し
な
が
ら
も
、
北
宗

(仏
性
戒
=
漸
修
主
義
)
と
神
會

(仏
性
戒
涯

頓
悟
成
仏
)
の
対
立
に
淵
源
す
る
と
云
え
よ
う
。
(
8
)

そ
れ
は
印
順
説
を
更

に
敷
衍
し
て
道
信
以
来
の
初
期
禅
宗
を
梵
網
菩
薩
戒
運
動

の
系
譜
と
し

て
辿
る
課
題
を
提
起
す
る
の
で
あ
る
。

1

柳

田
聖

山

『
語

録

の
歴

史

』

(『
東

方
学

報
』

第
五

七

一
九
八

五

)

2柳
田
聖
山

『著
作
集
』

(『初
期
禅
宗
史
書
』

)、
及
び

鏡
島
元
隆

「圓
頓
戒
と
禅
戒
」

(『伝
教
大
師
研
究
』
早
稲
田
大
学
出
版

部

一
九
七
三
所
収
)
参
照

3

『七
祖
法
宝
記
』
(方
廣
昌
編

『蔵
外
仏
教
文
献

第
二
輯
』

一
九
九
六

1
4
1



神
会

の
菩
薩
戒
思
想
に

つ
い
て

(中

島
)

宗
教
文
化
出
版
社
所
収
)

沖
本
克

己

「『
七
祖
法
宝

記
』
に

つ
い
て
」

(『
禅
学

研
究
』
巻

七
五

一

九
九
七
、
『
国
際
禅
学
研
究
所
研
究
報
告
』
第

五
冊

一
九
九
七

所
収
)

椎
名
宏
雄

『
禅
学
典
籍
叢
刊
別
巻
』

(臨
川
書
店

二
〇
〇

一
)
『
七
祖
法
寶

記
』
解
題

(神
會
保
留
説
)

程

正

「
『七

祖
法
宝
記
』

に
関

す

る

一
考

察
―

特

に
そ

の
成

立
に

つ
い

て
―
」

(『
駒
大
大
学
院
年
報
』
第

三
十
七

)

4

伊
吹
敦

「敦
煌

本
壇

経

の
形
成
―

慧
能

の
原
思

想
と
神
会
派

の
展
開
―

」

『
論
叢

ア
ジ

ア

の
文
化
と
思
想

』

『
禅
宗

の
歴
史
』

(
法
蔵
館

二
〇

〇

一
)

『禅

文
化
』

一
九
四

・
一
九

五
号
、
柳

田
聖

山

『
歴
代
法
宝

記
』

(筑
摩
書

房
)

『語
録

の
歴
史
』

等

参
照

5

田
中
良

昭

「初
期
禅
宗

の
戒
律
論

」

(『
宗
学

研
究
』

11
号
、
『
敦
煌

禅

宗
文
献

の
研
究

』

)

同
氏

『宗

学

と
現
代
』

第
五
号

(
二
〇

〇
三
)
、
佐
藤
達
玄

『
中
国
に
お
け
る
戒
律

の
研

究
』

(木
耳
社

一
九
八
六
)

(鏡
島

「前
掲
論
文
」

は
否
定
的
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Taisho Canon vol.l4. Therefore, in this paper I have researched the Vimala-

kirtinirdesa text dated close to the time of Zhiyi, as far as the eighth chapter. 

On the basis of this research, I was able to point out areas with particular 

relevance to Zhiyi. 

25. Songyuan Chongyue: His Biography and Thought 

Shudo ISHII

In this article I have re-examined the stupa inscription for Songyuan

Chongyue(松 源 崇 岳), which was written by Lu You(陸 游)and included in

his Weinan Anthology. According to the inscription, Songyuan was enlight-

ened upon hearing Mi'an Xianjie's(密 庵咸 傑)instructions on Muan Anyong's

(木 庵 安 永)phrase,"opening one's mouth is not on the tongue."Muan Any-

ong was a second-generation successor to Dahui(大慧). Afterward, this

phrase came to represent Songyuan's teaching. The phrase's meaning is ex-

amined on the basis of two of his general lectures(普 説), in which both the

experience of great enlightenment based on the koan and having an encoun-

ter with a good Zen master are important. Thus this koan becomes referred

to as"a single koan that exhausts the great earth"and"the koan of the im-

mediate manifestation of one's original allotment."

26.Shenhui's(神 會)Bodhisattva-sila Thought

Shiro NAKAJIMA

Parallelisms between the early stage of Chars Buddhism(禅 宗)and the

Mahayana-Bodhisattva-sila Movement(大 乗 菩 薩 戒 運 動)have been pointed

out. Northern Song Chan's(北 宗)Wushen Fangbian men(『 無 生 方 便 門 』),

Shenhui's Platform-Words(『 壇 語 』), the Lidai fabao ji and the Dunhuang

Platform Sutra of the Sixth Patriarch(敦煌 本 『六 祖 壇 経 』)"〈Mind-ground-

Formless-sila(心 地 無 相 戒)>record the giving and receiving of the Mahaya-

na-Bodhisattva-CIla according to the rites prescribed in the Fanwangjing(『

梵 網 経 』)since the Fourth Patriarch Daoxin(四 祖 道 信). That Shenhui's Plat-
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form W ords also has the character of a ritual for conferring the bodhisattva-

sila has been pointed out. However, the rite in the Platform Words was seen

as having a transient character belonging to traditional sila studies preceding

the Sixth Patriarch Huineng's(六 祖 慧 能)Mind-ground-Formless-sila(心 地 無

相 戒).But by this report, I want to try to reexamine a conventional opinion

about Shenhui's(神 會)Bodhisattva-sila thought and its historic positioning,

taking as a clue a record of a sermon found in the beginning part of his Plat-

form Words.

27.On the Qingjinghaiyan jing of Zhang Shangying

Sogen HIROTA

Dahui Zonggao(大 慧 宗杲)is famous as the Chan master who established

"Kanhua -Chan(看 話 禅)" . Dahui explains the structure of Kanhua-Chan by

using the concepts of"shijue(始 覚)"and"benjue(本 覚)", that appear in the

Dacheng qixin lun(大 乗 起 信 論). However Dahui quoted these terms not

from the Dacheng qixin lun, but from another text, the Qingjinghaiyan jing

(清 浄 海 眼 経)written by Zhang Shangying(張 商 英).

First, we verify from the descriptions of the Shoulenyanjing zhizhangjie

(楞 厳 経 指 掌 解)and the Shoulenyanjing gelun (楞 厳 経 合 論)that the

Suramgama-samadhi-nirdesa(楞 厳 経)is rewritten by Zhang Shangying as

the  Qingjinghaiyan jing. Next, we examine Dahui's intention to quote the

words shijue(始 覚)and benjue(本 覚)from the  Qingjinghaiyan Jing.

It was only a part of the beginning of Suramgama-samadhi-nirdesa that

Dahui quoted from the Qingjinghaiyan Jing. This part, that is rushi wo wen,

yishi fo zai(如 是 我 聞 、一 時 仏 在), is a sentence commom to every sutra, veri-

fying that what follows is the true word of the Buddha. This was the main

reason why Dahui quoted it.

The real intention of Buddha for Dahui was that one must experience and

master Awakening by himself. Then, Dahui strongly criticized the method

of Mozhao Chan(黙 照 禅), which claims that we obtain original Buddhahood

as it is. That was also the reason why Dahui put emphasis on Kanhua-Chan.
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